記入例
【耐火構造：はりの例】
性能評価申請の概要
	該当条文
	建築基準法第２条第七号

	  件名
	耐火構造はり（○時間）の性能評価

	   構造名
    (一般名)
	ＡＬＣパネル／吹付○○○合成被覆／鉄骨はり＊１    

 

	  商品名
	○○○＊２

	  会社名
  ・所在地
  ・電話番号

	 ○○○株式会社
 ○○○県○○○市○○○町○○丁目○○番○○号
 ○○○-○○○-○○○○
 


＊１：性能評価書に記載する正式名称は当財団で決めさせていただきます。
＊２：商品名が決まっていない場合は、性能評価が完了するまでに決定しておいて下さい。
※ 製品の仕様、構造説明図などについては、次頁以降の様式を参考にして作成して下さい（第一報でも可です）。申請内容を確認後、適宜、申請図書の修正、追記等の連絡をさせていただきます。
１．構造方法の概要

１．１ 構造名

ＡＬＣパネル／吹付○○○合成被覆／鉄骨はり

１．２ 寸法
　  鉄骨はりの形状及び断面寸法は、Ｈ－400×200×8×13㎜以上とする。長さは、構造計算等により構造安全性が確かめられた長さとする。
１．３ 材料構成等

	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	鉄骨はり
	形状・寸法(㎜)
	Ｈ－400×200×8×13以上

	被覆材((1)と(2)による合成被覆)
	(1)吹付○○○
	調合比(mass％)
　ポルトランドセメント 　　　○±○（公差表示）
  ○○○○                   ○±○
  ○○○○○                 ○±○
  ○○○                     ○±○
セメントに対する水の量
  ○±○％(質量比)
吹付け厚さ(㎜）
　○以上
かさ比重
  ○以上
吹付け表面仕上げ
　吹き放しまたはコテ均し

	
	(2)ＡＬＣパネル
	規格

　JIS A 5416
厚さ(㎜)
　○以上
かさ比重
　○～○
大きさ(㎜)
　最小○×○、最大○×○
　　＊一般部における最小と最大の寸法です。最小は端部における寸法ではありません。
端部の形状            
　面取り処理無し、面取り処理有り（幅及び深さとも○㎜以下)

	副構成材料
	取付け金物
	はりとＡＬＣパネルとの接合用
  種類及び規格：一般構造用圧延鋼材(JIS G 3101)、溶　　　　　　　　接構造用圧延鋼材(JIS G 3106)等
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  断面形状・寸法(㎜)：　-○×○以上、厚さ○以上
  長さ(㎜)：○以上
  取付け間隔(㎜)：○以下


	
	ボルト、ナット
	鋼製ボルト・ナット

　ボルトの寸法(㎜)：M○×○以上


	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	副構成材料
	力骨、メタルラス
	力骨（鉄筋)
  直径(㎜)：○以上
  長さ(㎜)：○以上
  取付け間隔(㎜)：○以下
メタルラス
  厚さ(㎜)：○以上
  質量(g/ ㎡)：○以上

	
	ＡＬＣパネルの目地処理材(必要に応じて充填する。)
	シーリング材の種類
　○○○樹脂系、○○○樹脂系、○○○系等

充填量(g/ｍ)

　○以上

	
	その他、製品に使用する部材、材料等があれば追記して下さい。
	

	
	
	


１.４　構造説明図

（１）透視図

（単位：mm）　
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（２）断面図

（単位：mm）　
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１．５ 施工方法
  (1)ＡＬＣパネルの施工
ＡＬＣパネルの施工は、「JASS 21 ＡＬＣパネル工事(日本建築学会)」または「ＡＬＣ取付け構法標準・同解説(ＡＬＣ協会)」に準拠する。ＡＬＣパネルの取付けは次の方法による。
　　①ＡＬＣパネルの取付け
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はりのフランジに取付け金物を○㎜以下の間隔で溶接する。ＡＬＣパネルを上記取付け金物にボルト・ナットで取付ける。
②ＡＬＣパネルの目地処理
ＡＬＣパネル相互の目地は、突付けまたは面取り突付けとし、面取り突付けの場合は、必要に応じて、○○○樹脂系等シーリング材を面取り部分に充填する。
　(2)はり下部へのメタルラスの取付け
下フランジに力骨を○㎜以下の間隔で溶接し、この力骨に鉄線でメタルラスを取付ける。
　(3)吹付○○○の施工
①吹付け
　　a.既調合品を使用する工法の場合
調合された材料を、吹付け装置に投入し、ノズル先端の周囲から噴霧される水で包み込んだ状態で湿潤させながらはり等の施工面に均一に吹付ける。調合材料に対する水の量は約○％(質量比)とする。
1回の吹付け厚さは○～○㎜とし、下吹きが硬化したのを確認後、所定の吹付け厚さまで重ね吹きする。　
　　b.現場にて調合する工法の場合
　水とセメントを攪拌機で混合してスラリーとする。セメントに対する水の量は約○％(質量比)とする。
○○○とスラリー中のセメントの吐出量の割合が○：○になるように調整し、○○○をノズル先端で噴霧されるスラリーと混合させながらはり等の施工面に均一に吹付け、前記aと同じ方法で重ね吹きする。
   ②吹付け厚さの確認
吹付け終了後、吹付け厚さ確認ピンをはり長さ○㎜以内の断面につき○本以上はり表面まで挿入し､凹部の厚さが○㎜以上であることを確認する。
   ③表面仕上げ
必要に応じて、吹付け面がほぼ平滑になるようにコテ均しを行う。
  (4)ＡＬＣパネルと床板との取り合い部の処理
ＡＬＣパネルと床板との取り合い部に不燃性の材料を充填する。
２．試験体の選定理由

   ＊ここでは、製品仕様(評価申請範囲)と試験体仕様を対比させて書いて下さい。試験体仕様については事前相談の時に決定させていただきますので、その結果を踏まえて選定理由を記載して下さい。
表　試験体仕様の選定理由

	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	鉄骨はりの断面寸法及び長さ
	断面寸法
 H-400×200×8×13㎜以上
長さ
 構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法
	断面寸法
H-400×200×8×13㎜
長さ
6000㎜(有効加熱長　さ4000㎜）
	断面寸法及び長さは、業務方法書の規定(断面寸法：H-400×200×8× 13㎜、有効加熱長さ：4000㎜以上)による。

	吹付○○○の厚さ及びかさ比重

	厚さ
　○㎜以上
かさ比重
　○以上
	厚さ
　○㎜
かさ比重
　○
	吹付○○○は、厚さが薄いものほど、またかさ比重が小さいものほど遮熱性、遮炎性が低くなるため、耐火上不利。

	吹付○○○の表面仕上げ
	吹き放しまたはコテ均し
	コテ均し
	吹き放しの凸部を凹部の高さになるように削り取るコテ均し仕上げの方が、吹き放しよりも被覆材である吹付○○○の平均厚さが薄くなるため、耐火上不利。

	ＡＬＣパネルの厚さ、かさ比重及び幅
	厚さ
　○㎜以上
かさ比重
　○～○
幅
　○～○㎜
	厚さ
　○㎜
かさ比重
　○
幅
　○㎜
	ＡＬＣパネルは、厚さが薄いものほど、またかさ比重が小さいものほど遮熱性、遮炎性、強度等が低くなるため、耐火上不利。ＡＬＣパネルの幅が小さくなると、弱点部である目地が多くなるため、耐火上不利。

	ＡＬＣパネルの
目地の種類等
	種類
　突付けまたは面取り突付け
面取り寸法
  幅及び深さとも○㎜以下
	種類
　面取り突付け
面取り寸法
  幅及び深さとも○㎜
	ＡＬＣパネルの目地は、端部に断面欠損がある面取り突付けの方が、突付けよりも耐火上不利。面取り寸法が大きいほど、遮熱性、遮炎性等が低くなるため、耐火上不利。

	ＡＬＣパネルの目地処理(前記の項の面取り突付け目地の場合)
	必要に応じて、シーリング材を面取り部分に充填する。
	シーリング材充填なし
	ＡＬＣパネルの面取り部分に充填されるシーリング材は、その部分の遮熱性、遮炎性等を向上させるため、シーリング材がない方が耐火上不利。


	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	取付け金物の断面寸法等
	はりとＡＬＣパネルの取付け金物
    -○×○㎜以上、　厚さ○㎜以上、長さ　○㎜以上
	はりとＡＬＣパネルの取付け金物
    -○×○㎜、厚さ○㎜、長さ○㎜

	取付け金物等の断面寸法、厚さ等は、小さいものほど熱容量が小さくなり、変形、強度低下等が大きくなるため、耐火上不利。

	ＡＬＣパネルの
取付け方法
	ボルト･ナットの寸法
　M○×○㎜以上
留め付け間隔
  ○㎜以下
	ボルト･ナットの寸法
　M○×○㎜
留め付け間隔
  ○㎜
	ボルト等の径及び長さが小さいほど、接合強度が低下するため、耐火上不利。留め付け間隔が大きいほど、ＡＬＣパネルの変形、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。

	力骨、メタルラスの直径、質量等
	力骨(鉄筋)
  直径：○㎜以上
　長さ：○㎜以上
  取付け間隔：
　　○㎜以下
メタルラス
  厚さ：○㎜以上
  質量：○g/m2以上
	力骨(鉄筋)
  直径：○㎜
　長さ：○㎜
  取付け間隔：
　　○㎜
メタルラス
  厚さ：○㎜
  質量：○g/m2
	力骨は、直径及び長さが小さいものほど、メタルラスは、厚さ及び質量が小さいものほど熱容量が小さくなり、変形、強度低下等が大きくなるため、耐火上不利。力骨の取付け間隔が大きいほど、メタルラスの変形が大きくなり、吹付○○○の亀裂、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。

	その他、製品に使用する部材、材料等があれば追記して下さい。
	
	
	


３．申請会社等の概要
   (1) 申請会社の概要
     1) 申請者
      ・会社名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・代表者名
      ・設立年月日
      ・従業員数
     2) 連絡先
      ・会社名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・役職名、担当者名
     3) 営業、施工実績
      ・主要製品
      ・指定・認定実績（品目名、認定番号等）
      ・営業の沿革
   (2)製造工場の概要
      ・工場名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・代表者名（工場長等）
      ・従業員数
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